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研究成果の概要（和文）：全海洋中で最も生物多様性が大きいが、人間活動や気候変動の影響も顕在化しつつある東南
アジアの沿岸生態系を対象とし、動物プランクトンの種多様性に関する定量的知見を拡充した。既存試料の分類学的、
遺伝学的、生態学的分析と補足的現地調査により、約20種の未知のカイアシ類を発見・記載し、既知種にも遺伝的に分
化した隠蔽種が存在することを見いだした。また、既存の試・資料の分析・整理により新たに約16,000件の定量分布デ
ータを電子化した。ヤムシ類については、インド太平洋海域における種多様性の分布を明らかにするとともに、環境要
因から種多様性（種数、多様度）を推定するためのモデルを作成・公表した。

研究成果の概要（英文）：Focusing on the coastal ecosystems in Southeast Asia, which is a biodiversity hots
pot under the threats of human activities and climate change, this study aimed at expanding our quantitati
ve knowledge on zooplankton. On the basis of taxonomic, molecular-genetic, and ecological analyses of exis
ting materials, we discovered and described ca. 20 species of copepods so far unknown, and demonstrated pr
esence of genetically-differentiated cryptic species within several known species. We also digitized quant
itative data of zooplankton distribution from ca. 16,000 data points by analyses/mining of existing sample
s/papers. As for chaetognaths, we compiled the distributional patterns of species diversity in the Indo-Pa
cific Region, and established/published a model to predict species diversity (species richness and diversi
ty) from environmental parameters.
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１．研究開始当初の背景 
東南アジア海域はサンゴ礁、マングローブ林
をはじめとする多様な沿岸生態系のほか、水
深 4000 m を超える半閉鎖的な海盆を含み、
世界の海洋の中で最も種多様性が高いこと
で知られる。一方この海域では陸域からの人
為的汚染物質の流入負荷が大きく、近年海洋
汚染が深刻化するとともに、地球規模の気候
変動の影響も顕在化しつつあり、緊急に集中
的調査の必要な海域である。また水産資源の
供給源として沿岸諸国の経済や国民生活に
とっても重要な場である。しかし、この海域
における生物多様性に関する知見の多くは、
歴史的探検航海による博物学的記載や沿岸
諸国による陸棚以浅の調査によるものであ
り、沖合および深海域の生物相と生態系の構
造については未だに知見が乏しい。また個々
の縁辺海は地史的成立過程、閉鎖性、陸域の
影響等の違いにより異なった生態系構造を
もつものと考えられ、生物地理、生物進化、
および物質循環の点からも注目される。 
 
２．研究の目的 
本研究は上記１に述べた問題をかかえる東
南アジア沿岸海域を対象とし、海洋生態系の
重要構成群である動物プランクトンの種多
様性に関する定量的知見を拡充・整備するこ
とを目的とした。研究は日本学術振興会多国
間協力事業（沿岸海洋学）、同アジア研究教
育拠点事業（東南アジアにおける沿岸海洋学
の研究教育ネットワーク構築）、および全海
洋動物プランクトンセンサス（Census of 
Marine Zooplankton）との連携と関係諸国研究
者との協力のもとに行い、既存試料の分類学
的、遺伝学的、生態学的分析と補足的現地調
査により、種の分布、遺伝的多様性、群集構
造等に関する知見を収集・総合し、生態系の
現状評価に資することを目指した。 

 
３．研究の方法 
東南アジア５ヵ国（インドネシア、マレーシ
ア、フィリピン、タイ、ベトナム）の沿岸・
沖合を対象海域とし、(1) 各国研究機関で保
管する既存の試料および上記事業において
採集された動物プランクトン試料から利用
可能な試料系列を抽出・分析した。これによ
り分布生態および群集多様性に関する知見
を集積し、この海域における種多様性の現状
を把握した。(2) 未記載種が出現した場合は
順次新種として記載・公表した。(3) 同時に
各国において新たに採集を行い、姉妹種、近
似種等に関する分子遺伝学的分析に基づき、
種間、地域集団間の遺伝的関係を明らかにし
た。(4) これらの解析により得られた知見を
もとに、東南アジア海域の動物プランクトン
多様性データベースを拡充・整備した。 
 
４．研究成果 
(1) 沿岸および縁辺海域における動物プラン
クトン群集の時空間変動：既存試料の分析に

より、主要分類群および種の時空間変動を明
らかにした。とくに、半閉鎖的で高温・均質
な中・深層で特徴づけられるスールー海では、
中・深層性カイアシ類の種数が周辺海域に較
べ著しく小さく、かつ多くの固有種が生息す
ることが示された。また、ヤムシ類について
東南アジアと日本近海を含む西部北太平洋
の広範な海域における文献情報を収集・分析
した結果、種多様性が北緯 40 度を境に北側
で激減すること、種組成に７つのパターンが
あり各々が特徴的な分布と季節変動を示す
ことなどが明らかになった。フィリピンの沿
岸性ヤムシ類については各種の分布パター
ンと群集構造が太平洋沿岸域とフィリピン
島嶼内の海域で大きく異なることを示した。
マレーシアのサンゴ礁およびアマモ場にお
ける種組成データを解析し、個体数、種組成、
および種の時空間的出現パターンが生息場
所間で異なること等の成果を含む論文を作
成した。 
 
(2) 分類学的知見の拡充：セレベス島（イン
ドネシア）沿岸およびスールー海で採集され
た動物プランクトン試料から浮遊性カイア
シ類の未記載種約 20 種を見いだした。これ
らは現在新種として公表準備中である。タイ
から Pseudodiaptomus 属のカイアシ類未記載
種を見いだし、詳細な形態の観察と描画を行
い新種として公表した（図 1）。アミ類につい
ては、東南アジア海域に出現する全種を対象
とした同定マニュアルを作成した。 

図１．タイから新種として記載されたカイア 
   シ類 Pseudodiaptomus siamensis  
 
(3) 遺伝学的解析：スールー海に関する分析
から、特定種のカイアシ類で周辺海域とは遺
伝的に大きく異なる集団が存在することが
示された。マレーシアのアマモ場から採集さ
れたカイアシ類種内の大型、小型の２型が遺
伝的に隔離された隠蔽種であること、東南ア



ジア海域に分布するユメエビ類が地史およ
び海流系に対応した集団構造を示すこと、タ
イから採集されたアミ類にAnisomysis属の未
記載種が存在すること等を明らかにした。 
 
(4) 動物プランクトン試料データベースの構
築：マレーシア、ベトナムの研究協力者との
協働により各国沿岸域からの採集資料を収
集・整理し、それぞれ2300件、1600件の個体
数密度のデータを電子化した。インドネシア
、ベトナム、マレーシア、タイにおける動物
プランクトンの分類、分布に関する研究史を
総説した。また、アジア・西太平洋海域のヤ
ムシ類に関する文献を調査し、計12,000観測
点の定量的分布データを電子化した（図2）。 

 
図２．ヤムシ類データが得られた観測点 
 
これらデータの解析により、ヤムシ類の種多
様性の極大が亜熱帯海域にあり、分布様式が
水温と強い相関を示すことを明らかにし、環
境要因（水温、クロロフィル等）から種多様
性（種数、多様度）を推定するための重回帰

モデルに関する論文を公表した（図3）。 
 
図３．モデルから推定されたヤムシ類種数の
季節別分布パターン 
 
(5) その他の成果：富栄養化の著しいインド
ネシアのジャカルタ湾で、カイアシ類主要種
に高頻度(>30%)で奇形個体が出現すること
を見いだした。また、フィリピンで採集した

食用クラゲに様々な魚類および無脊椎動物
が共生していることを見いだし、論文を作成
・公表した（図4）。 
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